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′宇∴史二  

JAMSATの概閑話［JAMSAT Newslette r・］も通巻100号を越え  
たので，合本を作ろうという企画は1987年初めに持ち上がりました．  

当初は簡単に出来るかと思っていたものの資料の収集や整理に時間が取られ，やっとここ  

にお届けする次第です，  

1972年10月，AMSAT－OSCAR 6号が打ち上げられJA8ARSとJA  

8PLの間で日本初のアマチュアサテライトQSOがされました．  

そして，JAIANG米田OMは1973年1月1日付けで［JA AMSAT OSC  

AR NEWSLETTER］を発行され，これが通巻第1号となりました．   

このNewslette rが15年以上も続き，通算で100号を越えるとほ米田OM  

自身も思っていなかったものと想像されます．   

このNewslette rが始まりとなり［日本アマチュア衛星通信協会］＝JAMS  

ATが1974年4月に発足しました．発足当初の会員数は30名余りであったものが，  

1987年未には総会員数750名余りの大所帯をなしています．   

JAMSATの創立以来の記鎧として，これらNewsle tte rを読み返してみる  

とその時々のアマチュアサテライトの最新情報が伝えられていた事がわかります．   

本記念号ほこれらを衛星別に集大成したもので，その記事の前に発行年月日を入れてあ  

るのでそれを参考に読んで下さい．  

JAMSATの捕動については，1987年2月発行のNewslette r通巻101  

号にJAIJHF金輪副会長（当時）が「JAMSATの活動 その1」を書かれていま  

す．本記念号は通巻100号までを対象としていますので，本来ならば収録されないので  

すが，序論に代えて収銀いたしました．  

この記念号の作成にあたり，ご協力いただいた方々にこの場をかりてお礼を申し上げま  

す．  

ご協力いただいたJAMSAT会員  

JAl∬『，JHICⅣ，几11LV札JRIFIG，JRlI阻JIIACI，JXlVXJ，．肘1忙F，JⅣ1AEC，  

JPIEU孔JQltm，JR4EY〟1  

1988年7月  

JAMSAT会長 JRIHAL 谷川 政雄  
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発†f／、 木酢Ti矩  崩集■、 ト塩崎し  〔ニ JAllSAT】冊7  

JAMSATの活動について  

JAIJHF 全輪時夫   

JAllSATヒは何なこ1か，†吋をナるところなのか・  

巾J与すべきとニノJキ・「か，私たちは†可をナる■上めに某王   

二∨、るノノかりニニノ「）軒二一／■いて，も′J・一望埠二阜こ二、±二ちミ昼  

＝ぞえ直すのL良い車上思い圭十．JAMSArrの横木  

ヒち・∴ている考え与を、必ザLも多くご「会員カ、理解され  

る・巳卜安ご三ないでL ニ  そ」て、すべて刀′■＼にそノ）理念  

を†トノて」E■iく必要はち・いカーミ′七山し圭せん．ま′∴ それに  

り寸るl・分な情報力■kえら．？しこ、か′′二丁二れ 創立ソ1暗は  

卜しナく打数年レ∵ノてし＿ま∴／二今では，解ら乙・くこ・ノ「  

て」圭ノたとい－う革もこ手）るで「ノ上う，JAMSATにり  

するさ・ユー土ノ隼ヒノた則待ヒ．′夫†祭（二会を僅′王■Lて、、る片！ノ〕  

F7月∴ そえノバニ硝つもプ〕i宣、・か生してし、・ろニモカ1、ヰ1ると  

思われ吏十 そ′ノ†二れ これか∴述ノ＼るニヒにi・」7一て様  

マ1、首、兄か．らることと且、い圭′㌻．そア】土うな首鼠を是非  

お知らせ騨いたいと思い㌢十N／L卜での意見の発表，  

らるしゝJrま総会の折りに，圭／二考・えを実現するたダ）に理事  

∴、エ惟柵ナる二、と、Jノ‘読「‡いノノいろ、ちるニニ‾卜÷▼ナ．   

王7∴ 鉦年イ∴H土＝さし′二、、とプ＼♪，l臣答キー▲いイニfJ宣ノ＝ちり  

ま丁．そ乃よ1こ与に封し／ても．JA、1SATヒ悠何て虜   

ニナニJ「か，も十ンし 加トてiづいてjしiきJ二いと∫世、し、圭十 そ  

れと∴呈れているN L／＼ノ・ji．i‘もりモノ拒才iて舶午鼓緩Jr〕号  

とバ7午最初ノ）号を、≠汽にJう送り′ミる事にし・′ナ†／圭しJ∴  

■JA～1S A「r7）別こ′二とそれ1加てf  

：忙川会f主や私を含めて、別、‡．〕い一時か左グ）ノン／、か三  

二ニトL、±な・′√二会を動・小Lてし・王寸▲．そして全国横断的  

ニ・∴・「㌧とう二一会か．1r）数午仁二わたり発異し∵き／㌧nはな  

Jギ：，∴．七l．二JT）車L二つし1て払7）ち′えているニヒを比べて  

ふ圭う∴   

ま十第 に何てJAMSATを作1たrノカ、について風  

上カイヵ説明しな、いといこ十ないでL（こう．そLそも名前か  

′卜すとJうりに，丁マナ⊥7衛ち！があるカゝノニノニそ．二の会  

か1十．来たというニヒを忘れてはなりません．AO6か  

打ナノトげJJれ7ニプ）：ま1耶2年．‘■7〕1（川′）事です．その畔二A  

O6に‘ア ノ丁リンクしてい／二／＼たちか集圭／1て，情報  

交換のネノトを3．5丸1H zで始めたりして、f生々ヒ仝♂〕其  

0 －  

健∴ち・ろ三こうこ・ノ＼々か集王るようにユり王」た．無料て  

縁持上モ便ブ・させてJE′巨∴′上、けてはあ圭りにも申し訳う・し・と  

い一－）ニヒて，衛巨㍉・モ製作し1二AM S A T「二人∴ご．上り  

∴てい ／二刀で十．そ′－当時．日本て一戸マナ∴7復帰  

を件ノノうとそえてい′ニグ）ニま2m同如・会でしノた．その中心  

；三硯隻：こ享J）JAICflL横用さん、現理事∫JAIMW  

L’上本き∴止てした．JAIANG未聞OMを始わ他プう  

人ヤニ三僚壬巨二王・1’吏一り二場∴過き左∵トったノノです．二ごつよう  

1・人ノノフ：こ、隼モて，1〔）丁3年こ：二設、：′雄瀾；丁二ノミ】∴テ′ン フ、■を  

［p＝リ］Lfi．1・い1廿日牛にJAMSATは発足LまLJ：．  

J。へ11S ATキ設立十るにあ／二「て．JAIANG」三± 

れ．†上H∵つ苦′芳をされた省かは、いずれOMR身か▲’フ語ら  

れることももると思いますか，「〕J〕JAト1SAT一一N／  

Lこ′ノ前身∴二二・る二1【てレターを発行され、高崎，名し巨  

星1・ご－て昔Jニッ）／二｛ン’1三－子ィングを開催Lてき1二I）．  

壬ナニ会上iにご三JAlトET故森本垂武前会上丁主をj招か∨、さ  

れたりし．たグ）て十   

十てカー6弓一以前にオフ、カー1、5サの律膏．ケあり重  

しノニが，2iIMHzて－電波を．LtlしJニオスカ5弓一を別に′りし  

こ±そオし以前刀川つの‡豆布令の衛￥．し7ェ1、1）を′書信  

L［二，．まし∵トラニ1ホ∴クを介LてQ S O L［二rj  

±しト／／二ニセごま，Hイゝて圭＝まと′iノとユ・か・つ／二幸て、し二一二  

緑汗ト「キ‘命カ、■畑ノ ↑∴三と小才i軌カ∴L†1・く†∴仁r、）こ、′t．了二7二  

れ と†本て÷れを亙トノニLirl」∴ま！ノう衛皇子主．二「、ノ・イ音ケつきて  

し三 ノてしノニ†，′i，るし∴三そr沃白ト1Mtlzキー′受信三■㌻きる  

【；H備 ′「1作Lかユ・かノノ二を埼／てしノニノ、：三体めて限∴  

れてい／二二と、「，臣皮数ナ痛ぃ＝l子1二をⅠ肯プ．LJ在る二∵〔小難しか 

J二軋 軌増子夕 ーカ、入手できなかノノ′eニヒ、などか牒  

困ヒ考守一∴上ろてし∴  し1ナれ」二∵てLl時JAN S  

AT仁二佃1寸るよう1・会か左、（ 仰ノ＼〔】1」こ▲レ／，こ■して∵「興  

味J－り象ヒしてアマ子エア衛星．を捉えてい′二土い）－ L  

にこ・るてLま1．その†挿＝∴・肝々∴惜糾仁二i妻据ミ▲一ノ   

ナニりし／′二ニヒご土あノ′／∴よう㌻すか，ト分：二組瀾巨∴ノ  

いユ・かっイニようて‥十．それこニノニ「から思えこよ■，アマヰニア  

シ71絶対数と経済力か硯ハニとは桔f：主二二違っ∵しイニ′γ二〉て しま  

1．  

■JAM S ATグ）i’■里功と目暗   

JAMSATは、7マナュ■P衝きl！かあるかごっ出来七会  
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てナ．街㌔！か乙・けれござ会を続けていく音昧がありませ人．  

衛上l㌧ト無くち1ノノニJノヒうする刀か，衛りを作ります．二  

7し小そのは劇げ人前楳て十．衛与t！：王寺命か有るものてす  

う■－’1．／メこてと与川二し／ていカ・ユ・「十れ．ごち・り圭せ／し．全日に  

吋する巌人八州・－∴て∴侃Ll－を4是ノiA、するニヒ亡二あると思l、  

いま寸．二日j∵ニニも‥ AOボ刀Jモート′）土うにA  

～1SAT′’し－「フゾト‥昌ヒr T衛量作りにも協沃咤）て  

きまし†二’二7L′■∴いふ力していかな上りしこごち・りませ′∴  

AllSA’r：i衛1ヰJIL無力▲ ノニニ′〕て自分連で作′ノう と最  

早′リ1ゝら考えて会を作りまし二   

単：二衛阜幸三う▲才〕る1、．＼．′∴†∵∴ま二∵  そヴ」衛ゝ‡tlヒ ■  

よ－∴二使うグ）カ㍉ ±ノ1ょうこ二Lて．■H釆∴㍉－′′た、「÷カ・．ニ  

±キ1、1irlブニいト津 ′ニカ1∴JAMS A T享・／）、）†二′1′▼  

十   

徳1！こ7「′＿しサり／ての、ンニ場1▲－ノノ）ごちては、そ′用い‘  

‘「品．思想は解り壬ヤノ．土∴上 ′）に衛士lし与廿うノ、き二1  

ニ丁）カ▲、ふれ」）、斬㌧ノてか∴てミ1いと，儲【≠7J催いち‡多く  

7）人∴二封rキ†与 てtl】∴せる事：ユてきiせん．使い†丁を  

∴ 王11・もtイj）Lませ／∴ ‡ウキ7L，土子、f首肯右ノう・ノく ㌧／：  

電波には国境小木りませ′′∵一．そ？・．1■⊥Hニ徴刃r）飛∴  

軌道には同境甘虻■ノ壬」二′し．JA11SノITし、J」′そJ  

発足1紅かノっ、し長川禁：－1うーこ∴十才t．ニ成り‘′ノニ11カjl′たごさて  

した．   

会そのもノ〕か，AMS ATを参考∵Lて作．’⊃ノし†ニヒt・   

昔行＝∴らりま■’．JAMSAT与什′′て何年1、ン「1Hりごま、  

ス、三ご寺こ】1、j；二 ムなたはJAM S A T∴キ、トLて何うゝてき主  

十二つ一  ヒい〕詣「7肘・ありました∴＋1：とょ．ま「送信概言  

論計てきる，「托射的丈吾を執写てきる一等とい∴J二r′、」  

1ニiて√．ニノ∴！A＼1SATこ二人会する±きに．ニプ〕よ一う  

ミ・ニヒ妾．モ、‘ト∴成 ∵㌧イニ刀て、二れ二三良し、事／ニヒ載  

Jセごノ真作ノ∴グ、て一ナ．JAトノ1SATのようなニ∴三多∵二（八  

一ご7トトランテ1「’：二三／1′て成りこ′二つノ′二れ．ィ■‖ソト■＼か∴  

ニ「）協ノノ与求ナ）るここは．二こT、土1ち・・打巧キ入会時．二．，」リ∴  

てぃノい．糾Jいホラノテ1▼rl与′罵，二紬七」てい十｛吊  

れ言糾統していか左いと考★たシ∴て∴∵∴」カ ー、′  

は畏まり：二い叫ト†流ご7うギ‘えナノ‘て．ち・ノニノ二で：七．．JAト】S  

ATへこ「ん：さ一続きをし／よう として．ニゾノス∴ミ‘朱1し】ろ【三′L  

んて．すレ」＝可もてきち・いか⊥’）JAllSAT／人ノ′て．ニ  

いけこ・いのかヒ考えてしま一′／二人力才，／ノブニり＿た1、の．  

日本的風上∵，どうやん馴法まな‘いJ〕しいトい1二とに  

ち・りま「ノ∴ そ打てニグノ試ご÷ごま「薙；E きれまL′∴JAM  

SATこ二人′ノてノハろこと【‘」身か，会を登蟹させ廉りこ′二  

：ていくノニケ）プノ原軌りに二▲る．ということ卓ノ苦し▲てあ／  

ナニプ）てナナ，呆揉まてu′・ン∴÷もらえなか〉・たようてし′∴   

隼一tEjLTlblY！：i．JAM SAT仝冒は「百」時にAMSATごT〕  

全日∴く二・るよ一1にし圭し7∴】かしそれを継続してい  

トには．ニご苗をカ▲ちしり伸 上ナLt・けれごまち、らないため、  

ま′二旦．宵宮会報／う▲きても喜んて読める′、土り，lてナ二手ら‥v1  

0 －  

圭圭r／、、ノ・ノノ十多いグ：〉てこまち牛刀か、といノ1ナニ剛胆11て、  

AMS AT；ニノニりノニいノ、ごま独「‘1こ二人会してもご〕うようこニ  

ナパ！⊥1転推さナノていきまJた．   

そ、’）iL］畔1ゝ一 JAMSATを・やめてAMSATL：／二  

l十しノてしるノ、．JAM S A T：二入ノ．ずAM SA T；：プ）  

ご1ス、ノノイいる人もし、壬′「か，払はでは，そ7〕土うミ・′′、1 

＝二：二衛ち！．過†．工∴，1†路している±L′ピ、えまサん．j‾■，壬て  

もち・∴ 倫与1til引言て」ま「’クセてしているノ、∴ま軒2－ケりま  

す AMSAT7）域て′〕．・1軋 ワー一千ー」二・．占柁＼′もるい  

．三アマ＋二7無線雑．訂左■とても、J；＝二ニケ．ウ1るニヒ：；こ・  

いょ1てi“  

■JAMSAT㍑乍何キしていろ告か？キまて付与■して   

いた′〕か   

A O い1，㍗ユー十トて、｝ノる1■⊥∴ あるいごよノ、ケ／ト∴  

情牒じ、欲しいかノ），とてIA＼1SATに入会されたん1与  

なく1・いと′モ11∴三千．そ．jしこ‘一丁：二N／Lはき∴′」チリ来こ・  

い ′ナニ主にヰこ．十∴T∴三，何十∴㈲∴工二とLなし1ようこ一  

二し小畑l▼′幸一 J・＝守∵）、ノfi∴いものはこん左・ものて  

，土二一い悠1∵∴   休JA＼lSAT：三叫左・刀／∴ もうJA  

MS AT悠やナペニヒこ二ノ′∴ こLどと考えてし、るノノにごま  

二7）片ナ最雁∴JA＼1SATc／T7r（／L；＝ち■るかt，知力ま  

せ′′L．   

JANTSATJ；J壁上数年1■叫をLてい7二か，そ才しこ三一l†   

－え二王JA S1を作′一ノてい／二のてす．JAMSAT  

∴j汗トろ几寸H∴ゲラン∴戸 アを、JAS1製1什：二向∵  

ノニ′二れ そ7）結果∴ こ土呂い丁〕発子Jを含めた会員♯－－ヒフニ、  

ヒニ「衛皇l∫与川二以外r，日蝕か侶卜していきまLノ∴   

何ヒうゝ二■∴ち車力▲ヒ，色々千を／」、二 し圭1ノ′二か．結り  

イ｝ンノ∴・トj量．シ行り壬七㌧∴でLた．   

二の二ソニ今回∴け∵ 十A Oホ∴トニ㍉1ス寸∴／ク  

与・作∴てし、たと【’】も．hり圭し∵∴ A＼1SAl、∴おいてもま   

ノニく「i－］様ち・ニヒた、，も■ま’〉†∴ い、∴ そノ」1仁かも軋  

†1王サ′∴ 二ご「1㌢∵帖’∴土N Ll＝＝∴二JAIANG寸二  

R］ニラ才とカ、書‘カ・†して．、王丁．  

JA S lトニラ⊥「1ナ∴／クつ・Jモー ー ヒし▲Jり匂  

r、ノL，AO バを什 ′†二、里特に∴た日数11亘／、三割JLカ▲こ十  

るとい一∴JAMS ATグノ存続ご「）危機プ1こ・士・て∵＼う∵／7  

十ニノダーそ何ヒう▲什－ノ・L十王しナ∴ た、カ レ、j二そ、Jモ  

し／」㌣．キいノ・り．十∴ナし．「′ニて・こう Cても、．J  

Lモ∵ミ・ ±［1†、1、トラ二1ポニクトキ▲作∴こ・く と  

1ハ」モ三 ∴いリき紬∴1リしるニヒカ1」リkるよ一」：二こ1〉†二  

こ′－て【i そ う／二や十三 Jモ・1、 ヒ叶ご三才しるようにち一  

′」∴1てごまきノりミヤ∴．   

JA S 1キ作る1’宣∴．ニr倍111に搭暇さプ」る代打右  

即ち√＼ナ ノト通†．．ニ「りり′＼りを▲率前．ニー∴める／二めr∴丁．軋  

Lキ㌧ノてさていまナ．徴ヒlカ泣声J」′ごご三や、吏■ノ，二L人生ノ二  

か∴て寸．二jL悠他のいか寸る［］本の「升性てい＝ヰ、こ・1▲   
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硯／lミハナ ノト通イ∴で広く使われてし、るBell202タイ  

′7二7）モテム（12し）OHz ′220りHzのFS K）は、′ヾナ ノト通  

†J刀初期（1困り年子；グ）始めにたまたまアメリカて安い  
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第l図 アマチュア衛星の構成要素  
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楓∴／‥：二きてい ま「．二刀川休∴はコ′／ヒニーク1軋誌B  

Yl、E一 ノを，るいこま f】キト（†ト．を購読きオ▼て－、ろ′㌧こ1  

．－J二存tlト′〕ニヒ±思い圭ナて・、SF作す∵∵アイノ仁コ⊥  

トユーークー・7二了てご多）るン■ニトー  ■ト㌧氏∴－と－’1、  

f川ごご主iにこ▲‥．てい圭す．しう少」二ポごっ二′J川体等こ二／〕   

て帥J′ナニいナノこま軋レと二∴011NI軌午′1flぢ‘廿11ト  

プ）－L′i常州門巨 岩ノバH㌢計上㍉＝与論′し∴みて∵一さい．今  

二二∴出てき／二卜二」休なと’11キご1行きれてい壬す．辛1－不ヰ  

かAMSATハ名は牒廿∴い圭せん．をiほ1：ま余り■1重い  

と二三是．えませんか二・カゝなか一’）圭く背景与■含わて糾合され  

てい宣す．洲本名もノj－㍗ト：日本語という′よりl吏詩体1  

に翻訳されてし、ますカ∴ト来月†漱は次ぐ「とjうりです  

Independent Space RFLSearCh（1rol】p▲   

World Space Fundation・  L5 Society   

■㌣？チ二丁こニュる′†：古間登グて〉先覧l老ヒして，孜々は注  

目さ7∵こいま∵．そ1て協ナ欄保を求わられる時代にな   

∵て京王しナ∴ ナマチュア関れあるい鳥アマキュアとT  

O －  

uグりl祀ii：払え／ニー、interdis亡iplinary”二▲悍＝系カ・二fLう▲；，  

ホヤノLニニ・要ヒ1■るとし▲二」、大｝要衝l′ト、l町署1、J粧十てこるブ  

′二とそえてみて卜きい しl二」まてもアマ十こ丁繁華右京を．  

／ミヰエリ∴什、7ノ【l■て考えてし、・てニiし、け宣せ／∴ 乍こメ三通†Liとし、  

′：し′’ノ「l．ち・J二かを†」∴’）†ニナノ7JT寸呈て手、1†∴ユ｝てi  

＝「jl」ヒ考‘∴て†一重う土子J■き㍊ま∴∵：しそう．ソ、ノて：まニ・いて  

J三うか   

ノ、ムまEⅣ†Eカてきるくノノし1二・〇「ノニ1r・二っ．、ノーー7・｝，  

1‘′Lノi■’1・付町船ヒ∴昭雄＝ごっし、・㌧り7いニヒ∵∵ま／二・い）r〉か  

と彼Jっ1ゝ∴：ま期待されていま′仁 王†二そノ用l竹∴さここえノ）  

≠るく ∴し・ここな／∵てし るノ【、も′r－  ノ   

ニn上うち・車をそえてし▲ると．JA＼′lSAT∴全日L7  

「■・チエ丁寮去与く刀軋i巨∵1イJ■無てl仁旨iト1りiをノボナてぃる力  

もそノノそ∫ノl卜れ：」圭∴：し良いイぺトL」れ三せノレ．   

Al】S。ATし7Kてこまそ、′丁ノよ－うこ・トス二別をしてい1いサ  

，㌧う・会け放か1…）f、、；±く∴′二 ′二t・るそうて十．1、Jっイ  

雪りて′）？7チエ「準碩甘1，，．＝ミS〔JBJrl：：員こ士1りボ1年∴：  

、抽仙1／、強て十．1 キり∵∵て∴「7「－一子∵∴一1－Lり〕∴（1廿†・RS  

Gfうノ’1ござiまてう ニ∴よ′）ノニ・数十キ＝十∴場予ニニ11与て二三  

ダ）二そブ∴二見る∴－い仕界を知ろ∴ヒ∴こ■ろてし⊥   
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．TAMSATの活動の略年表と主なアマチュア衛星の打ち上げ  
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刷SÅT－OSCAR（〉号打ち上げ，JA8膿SとJ胸軋間で川和のサテライトQS（〕  
tIAルーSÅT OSCAR耶WSLEmR第1号をJAl．封暗が発刊  
JAMSAT創立総会開催，初代会長にJAINFr森本重武氏を選出  
AMSAT－0父娘7号打ち上げ  

′＼′1977年10月  
州SAT－－〔〕父娘8号用のJモード・トランスポンダーーの制作  

畑SAT－OSC膿8号打ち上げ  

鮎－1号，随一2号 同時打ち上げ  
Ⅲ舶E－うーA衛星打ち上げに失敗．  
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JAS－1の打ち上げが正式に発表される  
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UoSAT－0父ARll号打ち上げ  
J刷SAT初代会長JAlm森本重武氏逝去  
J刷SAT第2代会長にJAIANG米田治雄氏を選出  

JAS－1ノ乍0－12打ち上げ  

J州SAT腫WSIjmR通巻10し）号発行  
椙－－10号，貼－11号打ち上げ  
J仙ISAT第3代会長にJRlI仏L谷川政経氏を選出  
劇SAT－OSC戯13号打1う上げ  
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第2代会長JAl蛸G米田治雄  
1985年2月、1988年2月   

初代会長JAlm汀森本重武  
1974年4月、－1984年12月  
1984年12月21日逝去  
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Newsletter復刻版～AMSAT  OSCAR News letter 

現在ではコンピューターを使ってNewsletterを書〈のが当  

たり前になりまLJたが、その昔JAMSATが組織された頃  

はex．JAIANG米田OMが手書きされ、それをコピーして  

配布されていたようです。名称も「日本AMSATウラブ」と  

なっていました。今回、Newsletterが活字となって発  

行された最初のものと思われる貴重品をJA4GVA、村  

上さんから頂きましたので掲載いたします。   

何分にも長い年月を経て紙の色も変色しておりますので  

読みに〈い箇所も有るかも知れませんがお許し下さい。  

弟2巷第2号（通巻15号） JAMSAT  

AMSATOSCARNewsletter  月 

祈拍  

1才72年10月16日に，アマチ  

ュア・ラジオ・サテサイト（オ  

スカー6号）が打ち上げられ  

て以来．日本のハムも通信衛  

星による交信を日夜楽しんで  

まいりました．   

そこで，去る1973年10月14  

会費は必ず次の所へ   

◆三井銀行 三軒茶屋支店 073一湖一514   

◆第一勧銀 武載小杉支店 378－11組合O7   

◆郵便藻毒口座  東京169448   

なお名韮（加入者名）は ■日本7ムサット′  

漁A朋：SATクラブの発足  

皆梓の絶大なご協力によ：〕．おかげで去る4月28日束  

項で設立総会が開かれ，無すにクラブの腐生をみること  

ができまし†こ．   

会則在らぴに入仝巾込育を同封いたしますので．でき  

るだけ多くのかたに入会していただきたいと念晦するし  

†ごいです．   

価動こ■↑までの経過をと報告しますと．単なるオスカ  

ー6rニあるいはきたるべきオスカー7号のユーザー間の  

椎の連絡線瑚．そして鰯睦のためのクラブにとどまるこ  

土なく，いや．これよりもむしろ7マテ，1ア通信サテラ  

イト罪への軌篠崎な国際臨力のできる糟硝・団体にする  

ことを最終目標とするようなものにしたい，という考え  

から昨年の11月以来，高埼・名古屋・文京で有志による  

ミーティン′をいくたびも開いてきました結果，ようや  

くこのたびのクラブ設立のはこぴとなりました．   

さきに述べた親機的な国際協力については，・今までど  

ろらかというと，日本の上空lこきたオスカー6号にめか  

（ナて7ップリンタする見放の多いことではやや自慢がで  

きるということ，モして比較的多数の日本のハムポアメ  

リカのワシントンlこ太郎を折くAMSAT（ラジオ・ア  

マチュア・サティト協会）の金山になっていることでも．  

やや鼻を高くしていられたのですが，他方では，ハムの  

国際隠力の絶品ともいえるオスカー6号のt使い放し′の  

t落としっ放し’（前者についてIi鋭明は不要ですが．後  

者はアップリンクにオーバー・ローードさせる結果．リピ  

ーターをオフ．つまりダウンさせてしまうことをいいま  

す）のナントカ・アニマルのユッボン，という悪名を貰  

いかけていたのです．   

そこで，そういうことを防ぐという，どちらかといえ  

は渦塩的な他力をする一方，より積極的な協力として将  

来サテライトに塔駁すペきハー・ドゥエアの設計・製作ま  

でをわれわれの手でやろうではないれ さらにけ地上か  

らのコサンド業務も．サテライト通借にあっては虐めて  

正妻なことであるからこれも将来やりたい，そのたぬに  

ヨに，オスカー6号打ち上げ1周年を記念して，  

群馬県有崎市にぉいて，オスカー6号のユーーサー  

有志が集まり，ミーティングを行ないました．こ  

の席上．いつまでもユーザーのみに纏わるのでは  

憲味がない．ひとつLj應のハムも衛星正にについ  

てソフトウエアほもちろんのこと，ハードウエ7  

についても勉強しようではないか．との意見が虻  

されたのが’［l本AMSATクラフ■′ が発足する  

きっかけとなったのです．   

以来，有忘による発足のための会合か，名古屋  

および東方（において6日もたれ，さる4月28口，  

設立総会を開催し，正式に発足いたしました．ア  

マチュア無碍の向上をはかるとともに，衛星通信  

の発i垂にも寄与したいと考えております．   

Tj：お，アメリカAMSATの日本文部としても  

正式に認められました．  

JAINET  森本市式  

日本AMSAT役■  

・重 量  

」町会貞  

・技術開発理事  

・運用技術理事  

・事跡局穏当理■  

・会計担当理事  

・監 事  

森本 東武  

米田 治杜  

松坂  泰  

全輪 昭夫  

佐藤 正妃  

速水 友益  

横m 恭弘  

宗輝  明  

前川 公男  

JAINET  

JAIANG  

JAIATL  

JAIJHF  

JA8PL  

JAINEZ  

JAICBL  

JAlVDV  

JA9BOH  

×  ×  ×  

事務局欄所 嬰166 東京都杉並区阿佐谷南2－23－6  

速水 友益 方内  

響03－311－3弧5  勤務先 ●03一別44315  
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は・・・＝・・・．ということなどまでを考えて今まで進んでまい  

りましたし．や読もモうしたいと考えます．   

耶丸現在のオスカー6ウもとさど倉井ーパー・d－  

ドしないにもかかわらず．速朋子定日に日本の上空でオ  

フになってしまうことがあります．   

もし円本忙コマソF局があ九ば，ただちにリセット（再  

びスイッチ・オン）でさるわけですし．これは万畑一の  

蛮しです机 スナウ丁ス発生というようなと島忙ほ．地  

上よりスイフナ・オフをすることもでさるわけです．   

さらには積臨画としては，サテライトのコードスト丁  

を使っての特殊な実験も行なうことだってできるように  

なります．   

いすれにせよ，サテライトに加する旭酌なこともいよ  

いよこれカ1ら先l⊂なるというわけマナので．わかクラブ  

の本格的仕法動もヰ牡に持た拍は王らないわけです．   

しゎし．今からでも潔くぢい．といってよいぐらい  

わか摘での劇場制朋づくりがぶれておりましたので．こ  

れからのl年制摘出齢か町野力を刊はていかねはならぬ一  

方，ハードウエT協力なとの祁でいそいて皿いつくべく  

ガンバナチいく必磐か他ガにあるかけでナ．   

各戸lの分mを挟欄て遡まなけれtfなんにもなしとげら  

れ座いので．地金の畑上で各配当精邪を決めていただ豊  

tした．しかし．菌体約柱耶真の澱めかたについては．  

第l同日¢用？f会で決めるつもりです．   

呼お．粟京を中心の㈹粟に蝕むわれわれが′インとな  

ってこのグラブか見地しましたけれども．これはまった  

く他應がなく．むしろより広く地方rE址のカ・たがたに叔  

初から書如していただ毒たか1たぐらいです．   

しかし，措捜それぞれご本業でのど前略巾のため．大  

多忙をさわ虎ていら1しやるかたがたはかりですので，  

いわゆる■手弁当■で退く九州や此渥j8から如広での発  

起人有志のミーティングlこかけつけていただくわけにゆ  

かす一 さりとてこちらも北は耶馬岨の高均あたり．酎土  

名古跡Fあたり机 それぞれ川向いてのミーナイングを  

行なうぎ巾ぎりの限度であった⊂とも それ以遭のかた  

′しチイ一にtりARL町会其．臼井茂泉も出痛された   

がたにごJ一帯いただきたいと思います．   

′ンパーもふえ．クラブの火抱かあかっていくにした  

がって．たとえば．佃年のJ▲RLの艶色隅鴎他にてわ  

かクラブの総会も■移動■副nFできる！1そお山、の嘉し  

みにしたいと出います．   

簡叩です机 今までどちらか上いえは．甘．1人のホビ  

ーでfl＝ノておりましたこの占．、－ズレターカt．1回よ：l  

グラブの性別珪に明り終わ与に軒し，ン上ことご扶適用l  

しあげるしだいです．   

ヰ酎土棲鑓の急報です．どしどし原稿や，ビ希望与J  

AlがEZの硯水さん兎lこお寄せください．よろしくお  

囁いしまナ．  く一書JAIAⅣG）  

」bつとバンドを広く使おう   

打ち上かった当l別ま汐．1泄Htのど－コン付近にダウ  

ンリンクが娘・いし．ビーコンの空盾に榔＃を与えろの  

で．もっと描いほうへQSYしようで【主ないかとのPR  

そ必要としたぐらいでした．その後的半年かかって描い  

ほうへと各りが放ったのですが．現在では29．聞仲川■  

に集t‡lし為ぎてしまい．1001且■の′▼スパンド内¢これ  

以外のところで【1カンコ員明いている布陣です．   

どうして．こうも鵬から臨囁へ起ってしま1たのか  

いさきか珪＊に苦しみます．   

バスバンドの中心はいうまでもなく】妙．細ぬです  

がブラス・マイナス且■触は十分償いものになります  

し．′、イりでワ一見（ただし釆鋤■射電力の拓い呵）な  

らば．さら忙このl00一触のバスバンドの外へ山ても十  

分にダウンサンタが雇ってまいります．ですから．九用  

の2乱紳甘薯華中をお互いにやめたいと考えます．   

ドナウ一助奥のため全局が一緒l亡なってく畿随的〉lこ  

最初は乱勤5MH■付近に逼ってさて．徐々l亡返り好守  

の周旋放か下がってさ．虚には乱t拓M馳村道でLO  

Sするサ†駄 目匂でもオスカー○守を聞いたかたなら  

おわかりのことでナ．QRMの大尊戴かあろのみで．何  

の附こも立っておりません   

オスカー7号を換えて．今¢う引亡オペレーナイン〆  敵立■会  

ー 量 －  

．ノ月〟S月r〟占〝ざ由紀er〟b．エフタ〔加7－0正一乃ノ  軸  イ   



¢うtいルール作りモして虫さましょう．】獣Eい¢ため  

に．  

ビ●ナーはもっと▼■▲くrもこと  

′→ム正かたとえ■l轍かたても．オスカー遡膚では  

（はじめのうちは）ビヰナーであると．心得るべさだと  

惜じtナ．   

tナ■耳一を上くすることか何ょりも肝心です．  

① 責■に寸こえていてもt叩こえ月い■ことかぁり．  

⑧ ＃■に■こえてこないという●含もあります．   

次には，モールスに強くなったほうか何かにつけてよ  

いということ．  

⑳ C曹¢強味．ありがたみかしみじみとわかります．  

⑥ 稟劇晰tカ（E．又．P）で物事を考えること．つt   

ウ．かW出力の送借農に1（山8ゲインの丁ソテナモ   

仕ってオスカーを軋ったとして．毒什■とど－ム・丁   

ンテナを揉縫する間tケーブルのロス（フィダー・ロ   

ス）が弱Bの場合は；PXlO／2－100W（E．R．P）とい   

うことを十分孝和すること．  

いうtでもなく．もし．ナンテナがGPの如きゲイ   

ンの★いものであれば1帥W出力の通庸れを像わない   

とl00W（E．R．P）にはなりません．  

⑨ クロス八木（俗にDDと卑ばれるもの）や．ターンス   

タイル・丁ソテナの高位鵬ぶりはまさにオスカーi愕   

でこそ先＃されますか．水平lOエレメント．豊丘11）エ   

レメ：ソトのモれぞれか凰称l剥旧・のゲインモもつもの   

は．決して‘めエレメントのど－ムになるのではなく．   

あくtでも10エレメントの丁ソテナであり．しかも吐   

合ゲインは1ユーき－1鵬b となることに注目のこと．  

これモ釣方mの良きの5D2Vでフィードすると．  

1瓜．釧H▲竹丘はコネクター等でのロスモ含めると．   

約鱒Bのフィーダー・ロスか発生するので，2×10エ   

レのクロス八木ビームでオスカーを露撞狙ったとして   

も，丁ンテナ系の■合ゲインはせいぜい河Bにしかな   

らないことを知ること．  

⑥ 他方．出力lOVもにデイポールあるいはGPの血さ   

簡単な毅■を使っても．オービットが蛸のも   

のでさえあれは．そして■耳■がよけれは，十分qS   

Oがで舎ることをも知ること．  

⑳ 北糧遭在住のハムでない限り，北米くWT）あるい   

は先験（0軋 SM．L▲）とのハム・サテナイト経   

由のqSOのできるチ十ソスは■少です．   

ク○ス八木をはば欄平■に向けての，油砂からせい   

ぜいl分ⅧぐらいのqSOナナソスを．ビギナー周ポ   

ー用のQRMを起こして（不本景ながら）妨害してい   

る磯子かt近よく見られます．  

（診 ★用のt力で丁・yプリンタするとリピーターのAG   

Cか■さ，他市が速暮すること軸すること．  

自嘲¢書号のみが飛び也て強く逼って曇た場合杜．   

ただ書んでいては′メ．ビームをモらナか．パワー・   

′ウソして拙句並み¢隷書にな右上う■♯ナ石こと．  

はかにもありますか今回はこ¢へんで．  

●r■書■■と¢リレーシtシーうーく‥…・   

1瓜粥u‡b モータラブ・チャネル■にしている■が  

割合にふえてきていますのでと注よを．   

rMで一亡挨拶′も ーービットのはじtるちょっと  

前．モしてオスカー8号の遍1i後にすれば仁雷んでナ  

ナオルを空けてくれtす，   

触，断りもなしにキ十り丁（繊∫）．Cl■あるい  

はSS8を出すので何のことだかわからす．やかて比嘉  

惰間■にまで発1してし蓋う¢糾まで¢トラブル発生  

の摩因のようです．■用の句点（ド▼ト）の連打もやめ  

るべきです．   

めんどうでも．毎回のオービγトナー－トを作り．  

モのオービットのチ▲▲OSと間LO＄輔車事粛に知  

り．1固のオスカー適量の前後モれゼれ5分以上にもわ  

たる九用発射を絶妙こしないようど臨薫ください．  

（血J▲l▲ⅣG）  

■■＝瓢弘事象（l月08）   

鋼l回理事会が去る6月l日．也モグラブでJ▲ly  

ET，JAl▲NG．J▲1IHF．J▲lC8L．J  

AlVDV．J▲1NEZの出＃を得て開■された．   

主な島し合いの内容は次のとおり．  

①▲MS▲T本鞘よりまとめてJ▲l▲NGあてに透ら  

れて舎た、Ⅳ8WSLm一巴布の件、  

㊥オスカー8号の情況について  

6月8日現在．リピーターが、オン■に仕っている   

とさは■良好■だ札コマンドし続けないと白銀に、オ   

フ■になるょうで．日本付車上寧でしばしば－オフ′に   

なってしまっている．  

（計オスカー7号について  

打ち上けIill）月に竃期になった儀鑓だ机 日下フナ   

イト・ユニゥ■トのテストとエージソグ最やっている．  

④▲MS▲T本節との定員軸  

J▲1▲NG●・→W3TMZ 饉日■1加ヱ．1▲鵬  

⑧J▲MS▲T」仙成  

句月■訓JST，鮒■托暮 LS古  

⑨▲MS▲T★鞘アジ丁・ネ．プト  

疇木tl朋ヱ，1侶叫 がC…J▲l▲NG  

㊦オスカー8号は，OSC▲R協会か中心で槻中．  

⑳～1昏 雀ヰ．  

事義■かち   

剃事書専がおくれていますが，正月中収■．遭に○り  

ますので，モうナれはもう少しスピーディになると且い  

まナ．お群しください．  

ー8一  

アメIJ力AMSATの日本支部として認識される中で、日  私たちは、こうした諸先輩の努力を引き継いで、世界の  

本独自の構想を進めようとする先輩諸氏の＝’苦労が十  AMSAT組織に信頼されるNPO－JAMSATに進化  

分すぎるほど理解できる、貴重な資料と言えます。  しようではありませんか。  

軸 J   J4〟朗r〟占〝ざ庵抒e′〟b．且ブタ仔（抑7－Oc亡「2ガ  



目で応援してもらえないかと盛んにアタッウされたことでし  

た。  

当初は、国産衛星が継続的に打ち上げられ始めた時期  

であり、多少躊躇していましたが、再三の手紙や電話、  

時には呼び出しを受け、日の丸衛星を打ち上げ、国際  

貢献したいとの熱い思いをお聞きしているうちに折角宇宙  

に行く機会を無にしない（失敗しない）ための観点から応  

援する覚悟をきめた経緯がありました。   

お付き合いした各プロジェウトでは、多くのアマチュアの皆  

さんはじめ、プロとのインターフェースのとり方や宇宙でも使  

える部品材料の吟味、夫々立場異なる仕事や学業を  

持つ皆さんの作業スケシュールの調整、AMSAT／JARL  

等との折衝等など、故米田 OM あっての日の丸衛星実  

現であったと改めてOMのチャレンジ精神と度量広さ、さら  

に国際人であったと敬服するしたいです。   

手元の1977年1月14日朝日新聞のスウラップにオスカ  

ー8号搭載の中継器の記事に故米田OMも居られる写  

真（左手前、LDVは右から2番目）がありましたのでご紹  

介し、宇宙人にならた故米田OMのご冥福を重ねてお祈  

りします。  

故米田治雄OMとの出会い  
JGILDV白子悟朗  

こ元JARLアマチュア衛星委員会委員、技術士）  

このたびのexJAIANG米田OMのご逝去は、近況として  

体調か思わしくないとはお聞きしていたものの、計報を受  

け、また葬儀式に参列し、お別れした一人として、日本の  

アマチュア衛星草分けのお一人としての偉大さに思いを  

馳せるところです。   

私JGILDVは32年前の1975年に、故米田OMから  

日本でのアマチュア衛星作りのお誘いを受け、以来、擬  

似衛星、オスカー8 号」モードトランスボンダーー、  

JARL／JAMSATのJAS「ふじ」等の開発で、ご一m緒させ  

ていただきました。   

出会いの端緒は、種子島宇宙センターからの初の人工  

衛星「きく」の打ち上げで私か種子島に頻繁に出入りし、  

余暇に28MHz帯でQRVしていたところを故米田OMか  

ら声をかけられ、発足間近のJAMSATや2m同好会で  

日本でのアマチュア衛星作りの話しが出ているが、プロの  

．〟〟霊月r 〟b〝ざ由比e′ 〟b．a灯（加－」肌－－クの  月昭博  7   
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